
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

学 校 名 各務原市立各務原養護学校 

実 施 期 間 
平成２５年１１月１日（金）～１１月１５日（金） 

平成２５年１１月３０日（土）～１２月１日（日） 

実 施 概 要 ①公開授業 

②地域支援センター事業の推進（研修事業、追指導、相談業務） 

③地域への情報公開 

④現場実習報告会、卒業生と語る会 

⑤文化祭の公開 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

公開の方法 

  ■授業公開   ■成果発表   ■交流活動   □講演会等 

  □地域行事等参加   □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ２２２人 
 計       ５４５人 

地域関係者 ３２３人 

実 施 状 況 ①公開授業 

・作業学習を中心に、さらに教科学習を公開した。中学校特別支援学級の 

 担当教員や小学校特別支援学級の児童保護者などの見学があった。 

③地域への情報公開 

・教育週間についてのリーフレットを作成して市内小中学校に配付し、リ 

ーフレットを本校ホームページにも掲載した。 

・文化祭実行委員会が作成した文化祭バザーのチラシを、全校生徒で近隣 

の住宅へ配布した。 

④現場実習報告会（１１月１日） 

・多くの保護者が参加し、進路支援について理解していただけた。 

④卒業生と語る会（１１月１５日） 

・社会で働いている卒業生の話を、在校生や保護者が聞くことができ、将 

来の生活のイメージをもつことができた。介護等体験の研修で来校して 

いた大学生も、卒業生のしっかりした受け応えに感心していた。 

⑤文化祭の公開（１１月３０日～１２月１日） 

・１日目のステージ発表は、多くの保護者に参観していただけた。 

・２日目の作業学習の体験コーナーやバザーには、地域の方も多く来場さ 

れた。年間を通じて交流している各務原西高校生徒会の参加もあり、互 

いの交流を深めることができた。 

成果及び課題 それぞれの行事に参加した方々から、次のような感想をいただいた。 

・演劇を楽しく参観した。長い台詞を生徒はよく覚えていた。 

・実習先の開拓も積極的に行われていると分かった。 

・美術作品は色の使い方に特徴があり、細かく根気のいる作品が素晴らし 



 

かった。 

・私の事業所でも演劇等の発表をしているが、各務原養護学校の卒業生が 

中心になって頑張ってくれている。その過程での緊張感等が仕事の力に 

なっていくと感じている。 


